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研究成果の概要（和文）： 集団間あるいは国家間における、紛争・テロリズム（特に自爆テロ）

といった生命の危険を有する状況で、『マキャベリ的知能』に基づく意思決定がどのように行わ

れるかについて仮説を提供し、データを用いて検証を実施した。

研究成果の概要（英文）： Based on the Machalivelian Intelligence hypothesis, I have
conducted empirical research on what conditions and what kind of decision-making
mechanism the government officials and the people are willing to sacrifice their lives for
the benefit of the whole at the time of national crises.
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１．研究開始当初の背景

(1) 2010年以前の萌芽研究では２人の囚人の

ジレンマを用いて政治脳の進化過程を分析

し、その分析結果は既に米国政治学会誌、英

国政治学会誌等に論文として出版した。

第二段階の基盤研究Ｃでは「意思決定の重

層」を集団的意思決定過程であるＮ人の囚人

のジレンマ、ゼロ・サム・ゲームといった非

協力ゲーム、更には政治知識の有無と意思決

定等に応用して政治脳の進化過程をコンピ

ュータ・シミュレーションによって明らかに

したところ、本領域は、第三段階として『マ

キャベリ的知能』に関して、実際の集団間あ

るいは国家間の紛争、さらには自爆テロを含

むテロリズムに関するデータに基づいて仮

説を構築し、実証研究を行った。

２．研究の目的

(1) 戦争、紛争、テロリズムといった、長い

間政治学が扱ってきた重要な研究テーマに
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対して、進化論といった従来の政治学的手法

とは異なるアプローチから取り組むもので

あり、政治学の実践的領域に重要な仮説を提

示することを目的とした。

(2)また、「進化政治学」という政治学におけ

る新たな分野について米国政治学会では認

知されつつあるものの、わが国では文献がほ

とんど存在しないことから、本研究において

一般読者に分かりやすい形で啓蒙に努めた。

３．研究の方法

(1) 1945 年以降において神風特攻隊員が残し

た遺書、手紙、詩歌等の 600 あまりのコンテ

ンツ分析を実施。データはエクセルにデータ

ベース化した。コーディングは 3 人が実施し

て、コーディングのエラー、差違をゼロにし

た。

(2)「進化政治学」の分野では、書籍を出版す

る形で普及することにした。

４．研究成果

(1) 『マキャベリ的知能』（または「政治脳」、

「社会脳」）とは、人間関係において自己利

益を追求し、その結果生存競争に勝つための

能力であり、例えば自分を実力以上に見せ相

手を威嚇する能力（及びその威嚇を見抜く能

力）、嘘をつく能力（及びその嘘を見抜く能

力、更には嘘を見抜かれた後再び上手な嘘を

つく能力）、誰を信頼すべきかという選択・

洞察力（及びその信頼又は不信を予見し行動

をとる能力）等である。

本来ならば、マキャベリ的知能と自己犠牲と

は相容れない関係にあると考えられるもの

であるが、自身が行ったコンピュータ・シミ

ュレーションによる研究結果から、両者がむ

しろ補完しあう関係であることが分かって

いる。つまりマキャベリ的知能が発達する過

程において、相手のうそを見抜く能力がうそ

をつく能力を上回るという条件等が整えば、

人間は血縁関係がない相手に対しても、自己

犠牲が可能な動物であることが確かめられ

た。これは、Ｎ人で構成する囚人のジレンマ

あるいは公共財といった状況において、協力

関係を築きあうことができることを示唆し

ている点で重要である。

(2) 本研究の重要なテーマは太平洋戦争にお

ける自己犠牲の可能性の研究が一つの大き

なテーマであったが、確かに危機的状況では

集団のために自分の生命を犠牲にできる可

能性が高いことを示唆する仮説が提示でき

ることが分かり、一つの論文としてまとめる

ことができた。

(3) 最も自己犠牲を払った例として太平洋

戦争終盤の特攻隊が挙げられるが、661のデー

タをコンテンツ分析した結果、以下のように、

特攻隊員は「天皇」、「日本国」、「特攻が戦果

にもたらす影響」の３つを重要視しているこ

とが分かった。（なお、特攻隊が強要されたと

いう歴史認識は間違いである。）

このことから、帰納的に考察すると、特攻隊

員の自己犠牲アルゴリズムとしては、以下が



考えられると提案した。

IF [my kinship group is under dire threat from a

powerful aggressor],

AND IF [my death is a necessary cost of

mitigating that threat],

THEN [emotions and other mechanisms

supporting a willingness to accept that death].

この条件を満たす例が 1944年～1945年に

行われた特攻隊の編成と実行であったと考

えることができる。

(4)政治学を学ぶ人々対して、「進化政治学」

の重要性を強調する目的で、意志決定理論と

進化政治学の接点を解説する書籍を上梓し

た。

「進化政治学」とは、1980 年代に米国政治

学界において萌芽し、その後、徐々に発展し

つつある政治学の一分野で、英語表記では

「Neuro-politics」・「Biopolitics」（『政治と生命

科学の学会』）、「Evolutionary approaches to

political psychology」（Sidanius & Kurzban、2003

年）、「Evolutionary Theory of Political Behavior」

（ Alford and Hibbing 、 2004 年 ）、

「Sociogenomics」（Carmen、2006 年）といっ

た形で学者によってさまざまに表現されて

いるが、進化論的な考え方を根本的に内在さ

せているという点では一致している。

進化政治学のアプローチとは、政治学が扱

う変数あるいはテーマに対して、進化論的な

考え方を適用し、現在の政治的な現象のルー

ツ（遺伝子を含む）はどこにあるのかを究明

しながら、仮説の構築・検証を行うものであ

るところ、このアプローチの前提となってい

る点は次の３つである。

① ヒトの遺伝子は突然変異を通じた進

化によってもたらされたもので、かか

る遺伝子は政治分野の意思決定過程

において影響を与えている。

② 限られた資源である食料と異性を獲

得することは人間の根源的欲求であ

り、その欲求にかかわる問題一つ一つ

を解決するために自然選択と性選択

を通じて脳が進化した。

③ 現在のヒトの遺伝子は、少なくとも最

後の氷河期を経験した遺伝子とほと

んど変わっていないという事実に基

づき、現在の政治現象は、狩猟採集時

代の行動形態から説明されなければ

ならない。

現時点での政治学における意思決定分析は

経済学的合理性を前提として議論する観点

が有力であり、個人の先天性と個人を取り巻

く環境は未分化のまま（たとえば両親からの

影響として）議論されているが、進化政治学

は、これを分化させることによって分析して

いくという意義を持つ。特定の政治制度内外

における政治行動を遺伝的変数から検証で

きるという意味で、政治学のさまざまな分野

のテーマを、先天的要因を基軸として、問い

直すことが可能であり、今後、本研究のよう

なテロリズムのメカニズムの他にも、政治お

よび周辺の学問の分野で、意志決定が行われ

るものすべてに応用が可能であるはずであ

る。

少なくともわが国の政治学はこの新しい

分野の可能性について検証を進めるべきで

ある。
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